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右
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防
衛
庁
は
、
茨
城
県
勝
田
市
に
あ
る
陸
上
自
衛
隊
施
設
学
校
の
爆
破
訓
練
場
建
設
の
た
め
に
、
住
民
の
反
対
を

押
し
切
つ
て
、
同
県
西
茨
城
郡
七
会
村
塩
子
字
岩
谷
地
内
三
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お
い
て
、
こ
の
工
事
を
続
行
中
で

あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
地
域
に
建
設
す
る
爆
破
訓
練
場
は
、
施
設
学
校
に
入
校
す
る
隊
員
の
橋
梁
、
陣
地
等
を
爆
破
す
る

技
量
を
一
層
高
め
、
ひ
い
て
は
、
陸
上
自
衛
隊
施
設
科
部
隊
、
い
わ
ゆ
る
工
兵
部
隊
の
戦
闘
機
能
を
強
化
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

も
と
も
と
こ
の
地
域
は
、
那
珂
川
水
系
に
属
し
豊
か
な
自
然
資
源
に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
、
御
前
山
県
立
自
然

公
園
に
指
定
さ
れ
、
遊
歩
道
が
走
り
、
絶
滅
寸
前
の
状
態
に
あ
る
オ
オ
タ
カ
を
は
じ
め
、
近
く
を
流
れ
る
相
川
付
近

に
は
カ
ワ
セ
ミ
な
ど
の
珍
鳥
も
生
息
し
て
い
る
。
周
辺
は
、
御
前
山
特
別
鳥
獣
保
護
区
域
等
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 
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三 

 



 

県
立
の
自
然
公
園
の
な
か
に
、
し
か
も
、
自
衛
隊
の
戦
闘
力
増
強
に
つ
な
が
る
爆
破
訓
練
場
を
新
設
す
る
こ
と

は
、
絶
対
に
容
認
で
き
な
い
。 

一 

自
然
公
園
法
第
一
条
は
「
す
ぐ
れ
た
自
然
の
風
景
地
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
利
用
の
増
進
を
図
」
る
と

あ
る
。
ま
た
、
自
然
環
境
保
全
法
第
二
条
は
「
自
然
環
境
の
保
全
は
、
人
間
の
健
康
で
文
化
的
な
生
活
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
」
と
規
定
し
て
い
る
。 

私
は
、
爆
破
訓
練
場
建
設
の
即
時
中
止
と
撤
回
を
強
く
要
求
す
る
立
場
か
ら
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
質
問
し
た

い
。 

二 

爆
破
訓
練
場
は
、
地
元
住
民
の
反
対
を
無
視
し
て
強
行
し
て
い
る
点
で
も
重
大
で
あ
る
。
現
に
、
こ
の
建
設 

自
然
公
園
法
並
び
に
自
然
環
境
保
全
法
の
理
念
、
趣
旨
か
ら
い
つ
て
、
県
立
の
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
た
地

域
内
に
爆
破
訓
練
場
を
建
設
す
る
こ
と
は
、
許
さ
れ
る
の
か
、
い
つ
た
い
ど
の
よ
う
な
根
拠
と
理
由
に
基
づ
く

の
か
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
だ
と
い
う
こ
と
か
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。 四 

 



 

三 

昨
年
二
月
十
四
日
、
東
京
防
衛
施
設
局
長
、
自
衛
隊
施
設
学
校
長
、
茨
城
県
西
茨
城
郡
七
会
村
村
長
は
、
茨

城
県
知
事
を
立
会
人
と
し
て
爆
破
訓
練
場
の
設
置
、
使
用
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。 

を
め
ぐ
つ
て
と
思
わ
れ
る
が
、
反
対
派
の
住
民
が
、
殺
人
未
遂
、
放
火
に
あ
う
と
い
う
事
件
ま
で
起
こ
つ
て
お

り
、
警
察
が
捜
査
中
で
あ
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
住
民
の
間
で
は
、
「
自
衛
隊
が
建
設
工
事
を
な
り
ふ
り
か 

 

ま
わ
ず
強
行
し
て
い
る
」
と
怒
り
の
声
が
広
が
つ
て
い
る
。
ま
た
、
住
民
の
な
か
に
は
、
爆
破
訓
練
場
の
建
設

と
事
件
と
の
関
連
性
を
指
摘
す
る
声
も
あ
る
。 

重
大
な
の
は
、
防
衛
施
設
庁
が
「
協
定
当
事
者
の
意
向
を
聞
い
た
う
え
で
」
と
い
う
口
実
で
、
事
実
上
、
そ
の

協
定
全
文
を
住
民
に
公
表
す
る
こ
と
を
拒
否
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
地
元
関
係
者
の
話
に
よ
れ
ば
、
防
衛
施

設
庁
は
、
村
当
局
に
対
し
て
も
、
協
定
全
文
の
公
表
を
差
し
控
え
る
よ
う
に
い
つ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い 

事
件
発
生
後
、
二
年
余
を
経
過
し
て
い
る
が
い
つ
こ
う
に
捜
査
の
進
展
が
見
ら
れ
な
い
。
捜
査
状
況
は
、
ど

う
な
つ
て
い
る
の
か
報
告
さ
れ
た
い
。 

五 

 



 

四 

公
表
さ
れ
た
協
定
そ
の
も
の
は
、
極
め
て
簡
単
か
つ
抽
象
的
な
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
、
村
当
局
と
の

間
に
文
書
あ
る
い
は
口
頭
に
よ
る
詳
細
な
約
束
、
取
決
め
が
あ
る
の
で
は
な
い
の
か
。
も
し
、
あ
る
と
す
れ
ば

そ
れ
を
公
表
さ
れ
た
い
。 

五 

協
定
は
訓
練
内
容
に
つ
い
て
、「
火
薬
類
を
使
用
す
る
小
規
模
な
基
礎
的
訓
練
」
と
記
す
だ
け
で
具
体
的
な
訓

練
内
容
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。 

て
い
る
。
そ
し
て
、
村
の
掲
示
板
に
は
、「
陸
上
自
衛
隊
施
設
学
校
訓
練
場
に
係
る
協
定
書
関
係
資
料
（
要
点
）
」

な
る
も
の
が
貼
り
出
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
協
定
全
文
が
公
表
さ
れ
た
の
は
、
工
事
着
工
後
一
ヵ
月
経
つ
た
昨

年
の
十
月
八
日
で
あ
る
。
し
か
も
、
関
係
住
民
へ
の
自
衛
隊
側
の
説
明
は
、
二
回
簡
単
に
行
わ
れ
た
だ
け
で
あ

る
。 こ

う
い
う
こ
と
が
、
地
元
住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
て
い
る
こ
と
に
な
る
と
政
府
は
考
え
て
い
る
の
か
。 

爆
破
訓
練
と
は
、
橋
梁
や
ト
ー
チ
カ
の
爆
破
、
さ
ら
に
、
地
雷
源
の
爆
破
等
も
行
う
の
か
、
そ
の
中
身
を
詳 

六 

 



 

九 

さ
ら
に
、
協
定
で
は
「
住
民
の
安
全
」
に
つ
い
て
、「
住
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
に
対
し
損
害
を
与
え
な 

六 

ま
た
、「
築
城
等
の
一
般
訓
練
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
橋
梁
の
架
設
、
陣
地
構
築
な
ど
を
行
う
の
か
、
そ
の

内
容
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

八 

協
定
は
、
「
自
然
環
境
等
の
保
全
」
に
つ
い
て
「
自
然
環
境
の
保
全
に
努
め
る
」
と
あ
る
。
県
立
公
園
の
な
か
に

爆
破
訓
練
場
を
つ
く
り
各
種
の
爆
破
訓
練
を
行
う
こ
と
自
体
、
自
然
環
境
を
破
壊
す
る
こ
と
に
な
る
。
ど
う
し

て
、
自
然
環
境
を
保
全
で
き
る
の
か
、
具
体
策
を
示
さ
れ
た
い
。 

七 

協
定
に
よ
れ
ば
、
訓
練
日
数
に
つ
い
て
一
般
訓
練
を
百
日
、
火
薬
類
を
使
用
す
る
訓
練
は
百
十
日
と
す
る
と

あ
る
。
一
年
三
百
六
十
五
日
の
う
ち
二
百
十
日
の
訓
練
、
し
か
も
、
百
十
日
が
爆
破
訓
練
と
い
う
こ
と
で
あ 

 

る
。
一
日
の
訓
練
時
間
は
、
何
時
か
ら
何
時
ま
で
か
。
ま
た
、
火
薬
の
種
類
、
使
用
量
、
使
用
方
法
に
つ
い
て

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

細
に
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

七 

 



 

十 

先
に
指
摘
し
た
村
の
掲
示
板
に
貼
ら
れ
た
「
協
定
書
関
係
資
料
（
要
点
）
」
に
は
、
「
訓
練
場
周
辺
の
生
活
環
境

整
備
に
つ
い
て
は
、
東
京
防
衛
施
設
局
長
及
び
茨
城
県
か
ら
次
の
事
業
に
た
い
す
る
助
成
等
の
確
認
を
得
て 

い
る
」
と
し
て
次
の
事
業
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。 

し
か
し
、
爆
破
訓
練
場
に
お
け
る
住
民
の
安
全
対
策
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
弾
薬
類
の
運
搬
の
際
の
安
全
上

の
措
置
に
つ
い
て
も
な
ん
ら
具
体
的
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
地
元
住
民
は
、
爆
音
、
危
険
性
、
河
川
の
汚 

 
 

染
、
土
砂
の
流
出
等
に
つ
い
て
危
惧
を
表
明
し
て
い
る
。 

① 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
（
体
育
館
、
水
泳
プ
ー
ル
、
照
明
設
備
等
） 

ま
た
、
火
薬
、
弾
薬
類
の
搬
入
路
に
つ
い
て
、
当
該
県
道
を
拡
張
す
る
や
に
聞
い
て
い
る
が
、
計
画
並
び
に

段
取
り
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

い
よ
う
十
分
配
慮
す
る
」
と
あ
る
。 

以
上
、
指
摘
し
た
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る
の
か
、
詳
し
く
説
明
さ
れ
た
い
。 

八 

 



 

十
一 

茨
城
県
内
に
お
い
て
、
防
衛
施
設
庁
は
、
陸
上
自
衛
隊
施
設
学
校
独
自
の
爆
破
訓
練
場
を
確
保
す
る
た
め

に
候
補
地
を
探
し
て
き
た
。
し
か
し
、
住
民
の
強
い
反
対
運
動
に
よ
つ
て
、
同
県
の
高
萩
市
、
十
王
町
な
ど
で

は
、
爆
破
訓
練
場
建
設
を
取
り
や
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。 

今
回
の
七
会
村
塩
子
地
区
の
爆
破
訓
練
場
建
設
に
つ
い
て
は
、
住
民
が
、
強
く
反
対
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
強
行
し
た
の
で
あ
る
。
防
衛
施
設
庁
は
、
今
月
中
に
も
、
第
二
期
工
事
を
開
始
す
る
旨
の
通
告
を
村
当
局

に
し
て
き
た
。
こ
れ
は
絶
対
に
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

防
衛
施
設
庁
は
、
七
会
村
当
局
と
の
間
に
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
助
成
の
約
束
を
し
た
の
か
。
約
束
を

し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
具
体
的
内
容
及
び
予
算
措
置
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

④ 

農
業
用
水
施
設 

③ 

水
道
（
塩
子
地
区
） 

② 
無
線
放
送
施
設 
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一
〇 

爆
破
訓
練
場
の
建
設
に
つ
い
て
再
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


